
１．施策の概要

394



取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、「１．里山の保全」は計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「森林ボランティア育成講座修了者数（累計）」が未達成だが、目標には近づいている。それ以外の指標に
ついては、指標を達成している。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度38.3%】
・年代別では、50歳台が最も高く、47.7%である。最も低いのは、19歳以下で6.3%であった。
・東部地域に居住している人の56.0%が自然環境に満足している。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、自然環境の満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標である
ことが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、5.8ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

※取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・里山の保全

里山や農地などの豊かな自然環境が保
全されている

23_01 里山など豊かな自然空間の
 保全・継承

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

38.3％ 15.8％ 45.8％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

56.0％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、里山など豊かな自然空間の保全・継承を図るため、課題にもあるように若者世代（24歳
以下）をはじめとする全ての世代に対してPRと取り組みへの参加促進などを積極的に行っていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、「１．子どもがワクワクするような公園の整備」は、次年度以降の整備に向けて計画策
定・設計等を実施できた。

【施策指標】
・「親子で楽しめる遊び場等のある公園の整備数」の次年度以降の指標達成に向けた取り組みとなっている。

市民満足度の分析

【満足度61.7%】
・年代別では、70歳台が最も高く、68.4%である。最も低いのは、19歳以下で37.5%であった。
・身近にみどりとふれあう環境がある人の73.2%がみどりとふれあえる環境に満足している。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、みどりとふれあえる環境の満足度が高い傾向にあり、住みよさにつなが
る指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、3.8ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

401



施策の分析

※事業未着手及び検討段階の取り組みであり、取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・子どもがワクワクするような公園の整備

普段の生活の中でみどりとふれあえる
24_01 自然とふれあい親しめる場

の確保

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

61.7％ 14.9％ 23.4％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

40.1％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、子ども子育て世帯等が自然とふれあい親しめる場の確保のため、当事者のニーズ調査を
もとに工事を行っていく必要がある。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては「１．緑化活動の推進」は計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、測定が可能な指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

【満足度61.7%】
・年代別では、70歳台が最も高く、68.4%である。最も低いのは、19歳以下で37.5%であった。
・身近にみどりとふれあう環境がある人の73.2%がみどりとふれあえる環境に満足している。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、みどりとふれあえる環境の満足度が高い傾向にあり、住みよさにつなが
る指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、3.8ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

※取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・緑化活動の推進

普段の生活の中でみどりとふれあえる
24_02 緑化活動の活性化

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

61.7％ 14.9％ 23.4％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

40.1％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、まちなかのみどりや、子育て世帯など幅広い世帯の人々にとっての憩いの場となる公園、
河川敷などの緑地空間を守るため、引き続き取り組みを進めていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、６割の取り組みが計画通りに進めることができ、「１．次期一般廃棄物処理基本計画の
策定」、「２．４Ｒ活動の推進」が一部未達成であるものの、概ね達成できている。「５．ＤＸ等によるごみ収
集の最適化」は令和７年度から実施する取り組みである。

【施策指標】
・「ごみの資源化率」については未達成だが、それ以外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度40.9%】
・年代別では、80歳以上が最も高く、54.4%である。最も低いのは、30歳台で32.5%であった。
・就業状況が自営業の人の68.4%がごみ減量や自然循環に対して満足と感じている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど、ごみ減量や自然循環への満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる
指標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、0.1ポイント減少した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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※関連指標なし
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「３．効率的なごみ収集処理の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．次期一般廃棄物処理基本計画の策定」、「２．４Ｒ活動の推進」、「４．事業系ごみの減量指導と手数料の適正化」の関心・期待度・ニー
ズと取組満足度はともに低い。

ごみ減量や資源循環が進んでいる
25_01 ごみ発生抑制を最優先にした

４Rの推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

40.9％ 16.3％ 42.7％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

49.6％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み
・DX等によるごみ収集の最適化

目指すべき姿
（施策満足
度）『ごみ減
量や資源循環
が進んでい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 25_01 ご
み発生抑制を
最優先にした
４Rの推進』
に紐づく取り
組み⇒赤ダイ
ヤ◆

414



５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続きごみ発生を抑制するため、４Rの推進を行っていくとともに、循環型社会
の形成に向け、事業者と市民へごみの発生抑制への意識醸成を積極的に行っていく。施策の目的達成に向けて、関
心・期待度・ニーズと取組満足度とともに高い「３．効率的なごみ収集処理の推進」について、取り組みを継続し
つつ、より効率的なごみ収集を行う。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、「１．公害の未然防止」は取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「環境基準（大気・水質・騒音）の達成状況」は未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

【満足度47.2%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.1%である。最も低いのは、40歳台で39.8%であった。
・就業状況が自営業の人の73.7%が安全で良好な生活環境に対して満足と感じている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、3.0ポイント減少し、特に子育て世帯（25～44歳）で9.9ポイント減少した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．公害の未然防止」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは高い。

安全で良好な生活環境
26_01 大気・土壌汚染等の公害の

未然防止

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

47.2% 9.5% 43.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

47.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安全で
良好な生活環
境』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 26_01 大
気・土壌汚染
等の公害の未
然防止』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、良好な生活環境を確保するため、市内の大気質、河川等における水質、環境騒音の測定
を行い、大気・土壌汚染等の公害の未然防止を図っていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、「１．産業廃棄物の適正処理指導」は計画通りに進めることができており、目標達成に
向け推進している。

【施策指標】
・指標については、測定が可能な指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

【満足度47.2%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.1%である。最も低いのは、40歳台で39.8%であった。
・就業状況が自営業の人の73.7%が安全で良好な生活環境に対して満足と感じている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、3.0ポイント減少し、特に子育て世帯（25～44歳）で9.9ポイント減少した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．産業廃棄物の適正処理指導」の関心・期待度・ニーズは低いものの、取組満足度は高い。

安全で良好な生活環境
26_02 産業廃棄物などの発生抑制

 や適性処理の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

47.2% 9.5% 43.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

47.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安全で
良好な生活環
境』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 26_02 産
業廃棄物など
の発生抑制や
適性処理の推
進』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、産業廃棄物の適正処理が図られるためには継続した指導を行う。良好な生活環境を確保
するため、引き続き、産業廃棄物などの発生抑制や適性処理を推進していく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては概ね計画通りに進めることができている。「4．人工衛星とAI解析を活用した水道管路の
漏水検知等の推進」は令和７年度から実施する取り組みである。

【施策指標】
・「水道施設（送配水管を除く）の更新等実施件数」については、入札不調により未達成だが、目標には近づい
ている。それ以外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度47.2%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.1%である。最も低いのは、40歳台で39.8%であった。
・就業状況が自営業の人の73.7%が安全で良好な生活環境に対して満足と感じている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、3.0ポイント減少し、特に子育て世帯（25～44歳）で9.9ポイント減少した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

428
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施策の分析

・「２．配水支管の整備」の関心・期待度・ニーズは高く、取組満足度は低い。
・「１．中宮浄水場の移転建て替え」の関心・期待度・ニーズは低く、取組満足度は平均的である。
・「３．水道施設の整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度は平均的である。

安全で良好な生活環境
26_03 安全で良質な水を将来にわ

               たって安定的に供給

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

47.2% 9.5% 43.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

47.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み

・人工衛星とAI解析を活用した水道管
路の漏水検知等の推進

目指すべき姿
（施策満足
度）『安全で
良好な生活環
境』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 26_03 安
全で良質な水
を将来にわ
たって安定的
に供給』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続きインフラの一つである水道は市民生活の基本であることから、市民の生活
や産業活動を支えるため、安全で良質な水を将来にわたって安定的に供給できるよう取り組んでいく。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績も見られるので、当該施策を継続・発展させることで、市民への
意識の広がりや満足度のさらなる向上を期待する。

・事業計画等は着実に進めていただきたい。使用料金改定なども含めて、改修に係る財源資金の調達を進めてはど
うか。

・工事費の高騰対策、漏水対策の強化など、満足度を上げる前の段階で対処が必要なところも多い。水道事業それ
自体の経営や維持管理業務についての説明を市民には丁寧にしていく必要がある。水道事業への理解を深め、満足
度の向上にもつながる可能性がある。

・水道インフラの老朽化が社会課題として挙げられる中、予算・労力面から効率よく更新するために、ＤＸを推進
させ、下水処理施設・配管の更新工事と併せて、不安なく市民が生活できるように引き続きご尽力いただきたい。

・市民生活を支える基盤施設であるため、引き続き取り組みを推進していただきたい。

・維持管理は必要不可欠のものであるので、市民満足度とは別に計画等に沿って進めていただきたい。

・本施策名称にもなっている「安全で良質な水を将来にわたって安定的に供給」を実現することは、他の関連施策
にも波及し、その積み重ねが結果、市民の住みよさにつながるようにも思う。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては全体として、工事工程の遅れ等により一部未達成となっているものの、概ね達成できてい
る。

【施策指標】
・指標については、測定が可能な指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

【満足度47.2%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.1%である。最も低いのは、40歳台で39.8%であった。
・就業状況が自営業の人の73.7%が安全で良好な生活環境に対して満足と感じている。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、3.0ポイント減少し、特に子育て世帯（25～44歳）で9.9ポイント減少した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．生活排水の適正処理の促進」の関心・期待度・ニーズは高く、取組満足度は平均的である。
・「２．公共下水道（汚水）の整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。

安全で良好な生活環境
26_04 生活排水等の適正処理

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

47.2% 9.5% 43.3%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

47.5％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安全で
良好な生活環
境』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 26_04 生
活排水等の適
正処理』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、公共下水道の整備促進を図りつつ、し尿・浄化槽汚泥等を適正に処理し、
衛生的で快適な生活環境の保全に努める。施策の目的達成に向けて、関心・期待度・ニーズと取組満足度がともに
高い「２．公共下水道（汚水）の整備」について、取り組みを継続しつつ、工期が遅れている工事についても早期
完成を目指す。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・電気のエネルギー消費量の増加などにより、温室効果ガス排出量削減に関連する指標は目標値を下回っている。
「市有建築物等における太陽光発電容量」や「枚方市地球温暖化対策実行計画」の指標についても目標値を下
回っている。

市民満足度の分析

【満足度18.4%】
・年代別では、20歳台が最も高く、34.1%である。最も低いのは、80歳以上で11.8%であった。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど満足度が高い傾向にある。
・昨年度と比較すると全体では、2.8ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

※取り組みが２つのためマトリクス分析不可
・再エネ・省エネ・EV等の普及促進
・電気の一括購入と既存施設への再エネ導入

地球温暖化対策
27_01 ゼロカーボンシティの推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

18.4％ 23.5％ 58.1％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

69.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性としては、市民の地球温暖化対策への意識の醸成を目指し、取り組み内容のPRを積極的に行ってい
く。
・「２．電気の一括購入と再エネ導入」については令和７年度から段階的に実施していく中で、効果を注視してい
く。

施策評価員による評価

・設備投資額とその効果を検証しながら、環境負荷軽減への取り組みを推し進めていただきたい。
・近年の異常な暑さもあり、各家庭でもエアコン使用が奨励されている中、2013年度や2020年度の実績と比較して
も目標値を達成することが難しい。そのため例えば、省エネ家電買い換え時の補助金や申請件数などを施策指標に
してもよいのではないか。
・市の地域脱炭素移行・再エネ推進事業計画では、色々な方向性が記されているが、現状の評価指標では太陽光発
電・省エネと電力にばかりが視点が行っているように見受けられる。屋上緑化や壁面緑化・並木、里山保全など、
緑化による削減の指標化も検討が必要ではないか。
・環境問題については、国や諸外国を含めて進めていく必要がある大きなテーマではあるが、市民に向けた環境教
育や啓発活動は市の単位でも取り組めることである。市民の声も取り入れながら、環境を守る重要性を市民と共有
できる取り組みへのさらなる実現に期待する。
・全庁的に再エネ、省エネが進んでおらず、庁舎建て替え問題もあるが、再エネ導入が遅れていること、省エネ努
力が弱いことなど、問題が多いように思える。今後は、省エネ再エネ設備、エネルギーマネジメントシステム導入
等と電力一括購入を進めているのでその効果を7年度以降期待する。効果を毎年測定して、次の活動につなげるよ
うにすることが重要である。また、温暖化対策実行計画の見直しも必要かもしれない。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「修景補助を受けた建物の件数（累計）」については未達成だが、目標には近づいている。一方で「継続して
環境美化活動を行う市民団体数」については、未達成である。それ以外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度40.5%】
・年代別では、20歳台が最も高く、51.2%である。最も低いのは、40歳台で33.1%であった。
・枚方市を住みよいと感じる、枚方をオススメしたい市民ほど満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指
標であることが読み取れる。
・昨年度と比較すると全体では、1.6ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「２．都市景観の形成」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は平均的である。
・「１．歴史的景観の保全」の関心・期待度・ニーズは低いものの、取組満足度は高い。
・「３．アダプトプログラムの推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

まちの美化が進んでいる
28_01 景観に配慮した美しいまち

並みの形成

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

40.5％ 15.4％ 44.1％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

41.9％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み

・枚方市駅北口周辺地区における路上喫煙対策

目指すべき姿
（施策満足
度）『まちの
美化が進んで
いる』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 28_01 景
観に配慮した
美しいまち並
みの形成』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆

447



５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性として、「１．歴史的景観の保全」、「２．都市景観の形成」は取り組みの周知強化を行い、補助
や制度のさらなる活用につなげる。歴史的景観の保全を推進するため、各取り組みの積極的なPRを行い、地域特性
に応じた魅力あふれる景観づくりを行っていく。
・「3．アダプトプログラムの推進」は、道路・公園等の美化活動の促進をするため、取り組む市民団体や企業に
対する支援を実施し、まちの環境美化を進める。
・ポイ捨てのない安全で清潔な美しいまちづくりを進めるため、枚方市駅北口の路上喫煙禁止区域の拡大とともに、
屋外喫煙所の設置を検討していく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「シティプロモーションにおいて市と連携・つながりを持つ主体の数」については未達成だが、目標には近づ
いている。それ以外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度47.4%】
・年代別では、20歳台が最も高く、53.7%である。最も低いのは、19歳以下で25.0%であった。
・地域活動などの社会参加や趣味・生きがいのある人ほど満足度が高い。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど満足度が高い傾向にあり、住みよさにつながる指標であることが読み取れ
る。
・昨年度と比較すると全体では、2.2ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「５．市政モニターアンケートの実施」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「４．生活相談等の充実」の関心・期待度・ニーズは高く、取組満足度は低い。当事者である相談者の満足度は高いため、引き続き市民に寄り
添った相談を推進していく必要がある。
・「１．ＰＲテーマの設定」、「２．シティプロモーションにおける連携・つながりの強化」、「３．ハイブリッド型情報発信の推進」の関心・期
待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

行政からの情報発信が充実している
29_01 広報・広聴活動の充実

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

47.4％ 14.6％ 38.0％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

44.9％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『行政か
らの情報発信
が充実してい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 29_01 広
報・広聴活動
の充実』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、SNS等の活用や関係機関を通じた働きかけ・イベント等でのＰＲなどを
行うことで、市民の生活や行動に即した情報を提供し、枚方への関心の高まりと定住の促進につなげる。
・「１．ＰＲテーマの設定」、「２．シティプロモーションにおける連携・つながりの強化」、「３．ハイブリッ
ド型情報発信の推進」は取り組みの周知強化や取り組み内容の見直しを行っていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・「10．粗大ごみ等戸別収集予約受付システムの改善」、「11．情報システム標準化・共通化の推進」において、
入札不調やシステム開発の遅れ等の影響により一部未達成となっている。それ以外の取り組みについては、概ね
計画通りに進捗している。

【施策指標】
・「「書かない・待たない・回らない」窓口対応拠点」、「枚方市駅市民窓口センターにおける転入・転居（１
件）に係るすべての手続きに要する時間」、「電子申請対応手続き数」、「枚方市駅市民窓口センターにおける
取扱う手続き等の数」、「粗大ごみ戸別収集のインターネット予約受付率」、「スマートサービス導入の可能性
検証の件数」については、目標を達成している。
「遠隔窓口システム対応手続き」、「アプリケーション数」については、目標未達成だが、目標に近づいている。
「業務負担の軽減」、「業務負担の軽減」については未達成である。

市民満足度の分析

【満足度24.2%】
・年代別では、80歳以上が最も高く、32.4%である。最も低いのは、19歳以下で12.5%であった。
・地域活動などの社会参加や趣味・生きがいのある人ほど満足度が高い。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど満足度が高い傾向にある。
・昨年度と比較すると全体では、5.1ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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施策の分析

・「２．窓口業務オンライン化の推進」、「３．「書かない・待たない・回らない」窓口の実現」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高く、令和6年9月の枚方市
駅市民窓口センターの開設が影響していると思われる。
・「１．都市づくり情報及び営繕事業のDX推進」、「４．デジタル技術を活用したスマート自治体の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「５．新しい地域拠点の構築」、「12. デジタル技術等を活用したスマートシティの推進」の関心・期待度・ニーズは平均的であり、取組満足度は低い。
・「６．チャットツールの活用」、「７．ノーコード・ローコードツールの活用」、「８．音声文字起こしツールの活用」、「９．障害区分認定調査等の事業効率化」の関
心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。
・「10．粗大ごみ等戸別収集予約受付システムの改善」、「11．情報システム標準化・共通化の推進」については、取り組みを進めているが、遅れが生じている。

行政に対し意見を言う場が確保され
ている

29_02 DＸの推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

24.2% 26.7% 49.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

50.4％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

事業未着手及び検討段階の取り組み

・粗大ごみ等戸別収集予約受付システムの改善
・情報システム標準化・共通化の推進

目指すべき姿
（施策満足
度）『行政に
対し意見を言
う場が確保さ
れている』に
紐づく全取り
組み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 29_02 D
Ｘの推進』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策自体が市民の目に触れにくいこともあり、満足度が低くでているが、DX推進に向けて計画に基づく取り組みを進める。
・施策全体の方向性としては、引き続き、市民ニーズの複雑化に伴う自治体業務の拡大に対応するため、スマート自治体の
実現をより一層推進し、業務時間の削減及び利用者の利便性向上に向けた取り組みを推進していく。
・「６．チャットツールの活用」については、庁内ニーズや利用状況も踏まえ、指標の目標値について検討を行う。
・「７．ノーコード・ローコードツールの活用」については、庁内ニーズや利用状況も踏まえ、取り組みの内容を検討する。
・DXを推進する一方で、デジタル技術の使用が困難な市民への窓口の需要も一定数あるため、検討が必要である。

施策評価員による評価

・スマートシティは掛け声だけになっているので、実質化を目指した動きを始める必要がある。デジタルデバイドは解消さ
れていないが、同時にデジタル機器の利用は進んでいるため、DX推進を止めてはならない。部分的にはAIを活用されている
が、さらに研究を進め実用化していく必要があり、職員の学習を必要としないＤＸ化を目指す中でもAIが欠かせない。
・ＤＸ導入を推進させることで、業務効率を高めていただきたい。それにより人的コストも節約することが可能ではないか。
・市民にとっても「手続きが便利になった」という実感が、市民満足度の前年度よりも数値が高くなっていることにも表れ
ている。マトリクス分析でも、市民が実感しやすい「「書かない・待たない・回らない」窓口の実現」「窓口業務オンライ
ン化の推進」は関心・期待・ニーズが高く、今後もサービスの量・質ともに向上・維持されることを期待する。
・満足度としての評価は難しいが、DX推進による業務時間の削減は、新たな市民ニーズへの対応やより質の高い事業の推進
に資するものであるため、引き続き、取り組んでいただきたい。
・枚方市駅市民窓口センターは駅直結ということや、センターの居心地の良さ、窓口担当者の方の気持ちのよい対応など、
良い印象である。なお、手続きに要する時間を施策指標として設定している点は、施策に対して前向きに取り組んでおり、
とてもすばらしいと思う。
・当該施策の中には、市民に向けてのサービスの向上に加え、職員の業務の効率化も含まれており、枚方市の益々の発展に
寄与できる施策の一つである。なお近年は、AIを使って報告書を作成するなど、業務の効率化としてAI活用も導入される
ケースが増えているが、市の活用度合いはいかがか。利便性と並行して個人情報等の機密事項などについては庁外に流出す
ることがないようなセキュリティも検討することが重要である。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「１．NPO活動の支援」に関連する「ボランティア体験事業参加者数」は、目標値を達成している。その他の
「３．民生委員のなり手不足の解消」に関連する「枚方市民生委員・児童委員の充足率」や、「自治会等加入世
帯率」、「市内NPO、ボランティアの団体数」、「特定非営利活動法人（NPO法人）の法人数」については、目
標未達成となっている。

市民満足度の分析

【満足度28.5%】
・年代別では、20歳台が最も高く、36.6%である。最も低いのは、19歳以下で18.8%であった。
・地域活動やNPO活動に参加している人ほど満足度が高い傾向にあり、NPO活動の参加者では54.8%となってい
る。
・枚方市を住みよいと感じる市民ほど満足度が高い傾向にある。
・昨年度と比較すると全体では、5.5ポイント増加したが、若者世代（24歳以下）で25ポイント減少した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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●取り組みに紐づかない指標
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●取り組みに紐づかない指標
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施策の分析

・「２．コミュニティ活動の支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．NPO活動の支援」の取組満足度は平均的であるものの、関心・期待度・ニーズは低い。
・「３．民生委員のなり手不足の解消」の関心・期待度・ニーズは平均的であるものの、取組満足度は低い。

市民によるまちづくり活動
30_01 市民などによるまちづく

                り活動の活性化

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

28.4% 17.7% 53.8%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

58.3％

※回答数／全体数1,121

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『市民に
よるまちづく
り活動』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 30_01 市
民などによる
まちづくり活
動の活性化』
に紐づく取り
組み⇒赤ダイ
ヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、今後の地域活動の担い手である若者世代（24歳以下）への働きかけを積極的に行うとともに、市民活
動に興味関心を持つ市民に対して、参加のきっかけづくりを推進していく。
・施策の目的達成に向けて、関心・期待度・ニーズと取組満足度とともに高い「２．コミュニティ活動の支援」について、取り組み
を継続しつつ、若手の担い手確保や育成について、取り組みを検討する。

施策評価員による評価

・おおむね目標値、あるいは目標値を上回る実績も見られ、市民満足度も高いという結果になっているが、民生委員のなり手不足は
大変な問題である。
・民生委員の高齢化に加え、業務量・業務内容などの理由からも、なり手を確保することが難しいことを実感している。そのため、
民生委員の方々の業務をサポートする住民の方（サポーター）の検討が今後、求められてくるのではないか。枚方市と民生委員の
方々でサポーターを養成することにより、民生委員の方々の業務量の軽減になるかもしれないし、サポーターの方々も「地域貢献活
動はしたいが時間にある程度の制約がある」場合でも手を挙げやすくなるのではないか。
・組織に属していない個人や特定非営利活動法人とは別の法人格を持った団体が公共的な活動に取り組むことが増えており、「市内
NPO、ボランティア団体数」「特定非営利活動法人(NPO法人)の法人数」だけで、市民などによるまちづくり活動の活性化の度合いを
判断することは難しいのではないか。公共的な活動に取り組む意欲のある個人・組織(法人格を問わない)に対する支援や市民活動支援
の拠点である「サプリ村野NPOセンター」の利活用をより推進するべきでないか。
・ボランティア体験事業は、学生・市民共にまだ周知が足りず、マッチングがスムースとは言えないのではないか。マッチングアプ
リ的な手法の援用が期待される。
・市民が自主的・積極的に市民活動へ参画していくように、情報発信を行っていただきたい。
・まちづくり活動の活性化には、新陳代謝が必要である。組織を若手の顔が見えるような、フラットな「場」へ再構成する取り組み
が求められる。同時に、地域共同体とはいかにあるべきかの視点が、取り組む姿勢の根底になければならない。
・市民の活動は現状維持の状況であるが、今後は、じり貧の可能性がある。市民の関心を喚起して、活動を促す取り組みが必要。地
域の活動などにも新たに入ってくる層もあり、可能性を広げること、既存の組織の運営を見直していくことも重要か。
・これまでの活動層が限界にきていることもあり、新たな担い手による新しい活動領域や手法を探索する必要がある。NPOやボラン
ティア、コミュニティ活動にもそうした芽がある。趣味や楽しみの中に、可能性を見出していくこともできるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては全体として、概ね計画通りに進めることができており、「２．公有地の売却推進」、「３．
新たな財源確保策の検討」など施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「公民連携事業の実施件数」、「公民連携を通じて行政の課題解決につながった件数」は目標値を達成してい
る。一方で、財源確保に関連する指標については未達成である。

市民満足度の分析

※施策としての満足度設定なし
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

※施策としての満足度設定なし
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、健全な財政運営を行うため、行財政改革を徹底するとともに、さらなる
財源確保を推進していく。

施策評価員による評価

・多くの改革に取り組んでいるが、目標を下回るものもあり、更なる取り組みが必要。効果的に目標を達成するた
めには、これまでのやり方を踏襲するだけでは、限界があるので、新たな工夫を組み入れた改革プランとすること
も必要ではないか。

・内部評価が目標達成や施策進捗にとどまるのでは、新たな進展への貢献がない。評価結果を踏まえて改善点を検
討し実施していくことが重要であり、そうした視点が全体的に弱いように思う。改革プランの着実な実行とともに、
より効果的な改革に向けての年度ごとの改善を検討し実施していく、本来のPDCAを回していく発想を再度確認して
おく必要があるのではないか。

・目標値にせまる、あるいは目標値を上回る実績も見られるが、施策指標が達成を見据えた設定になっているのか
についていささか疑問に感じる。

・適切な行政サービスを維持するため、安定的な税収が不可欠であり、人口減少が予測される中で、住民税他の税
収も減少する可能性がある。これらを補うために新たな財源を確保する取り組みを行っていただきたい。

・金額や達成率の目標がある取り組みについては、確実にその目標を達成するようにマネジメントを行うとともに、
職員の意欲向上に資する評価の仕組みを検討いただきたい。

・様々な財源確保に取り組んでおられ、このような手続き一つひとつが、枚方市への市民の愛着や定着にもつなが
るのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要

483



２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「実施計画に基づく更新工事件数」については、未達成だが、目標には近づいている。

市民満足度の分析

※施策としての満足度設定なし
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

※施策としての満足度設定なし
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性として、引き続き、「市有建築物保全計画」に基づいた総合的かつ計画的な保全を推進していく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、測定可能な指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

※施策としての満足度設定なし
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

※施策としての満足度設定なし
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、人口構造の変化や社会経済の変化などを踏まえ、今後も公共施設の総量の適正化を
図っていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「長時間労働の縮減により創出した時間外勤務手当額の効果額」が令和６年人事院勧告によ
る給料表の引上げの影響等により目標達成には至っていない。

市民満足度の分析

※施策としての満足度設定なし
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

495



４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

※施策としての満足度設定なし
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策の方向性として、職員表彰制度などによる職員のモチベーションの向上とあわせて、健康経営の取り組みを
推進することにより、組織体制の充実を図っていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標についてはすべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

※施策としての満足度設定なし
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

※施策としての満足度設定なし
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、引き続き、個人情報の適正管理・セキュリティ対策の強化を図っていく。また、事
故発生の危険性だけでなく実際に漏洩した場合の対応等についても学んでいく必要がある。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できていいる。

【施策指標】
・「職員提案件数」については、目標を達成している。
「職場研修必須科目の職場研修実施率」、「職員研修受講者の理解度」、「枚方市人材育成基本方針の理解度」、
「個人情報の漏えい防止等セキュリティに関する研修参加率」については、未達成だが、目標には近づいている。
「職員研修受講者の満足度」については、未達成である。

市民満足度の分析

※施策としての満足度設定なし
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

※施策としての満足度設定なし
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、意識的に学び成長していく職員の育成に向けて、研修等の内容を見直したうえで着実
に実施していくとともに、提案制度については、試行実施における評価・検証をしっかりと行ったうえで、次年度
以降の制度改善につなげていく必要がある。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策としては、すべての取り組みが計画どおりに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

※施策としての満足度設定なし
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

※施策としての満足度設定なし
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、周辺自治体との連携・協力による効率的・効果的な行政サービスの提供を図るため、
引き続き、関係団体と連携しながら進捗率100％を目指し、取り組んでいく。
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